
水素濃度測定器

医療機器向け水素濃度測定器の
開発・製造で健康社会に貢献

㈱ホクシンエレクトロニクス

◆超音波方式による水素濃度測定器を開発
　近年、水素ガスの治療効果が注目され、水素ガスに関
連した医療機器の開発が進んでいます。水素ガス関連機
器には、水素濃度を正確かつリアルタイムに測定できる
水素濃度測定器が必要となります。当社では、気体によ
り音速が異なるという特徴を利用して、気体に含まれる
水素濃度を0.1％以下の精度で高速に測定できる水素濃度
測定器を開発しました。これには、医療機器用超音波流
量計を開発してきた当社の技術が生かされています。
◆医療機器向け超音波流量計・酸素濃度計
　このほか、小口径配管に対応した小型・軽量の気体流
量計や、空気に含まれる酸素濃度を高速高精度に測定で
きる医療機器向け超音波酸素濃度計を開発しています。

㈱ホクシンエレクトロニクス
=秋田市牛島西1-4-10
☎ 018-837-0811　FAX 018-837-0812
http://www.hokushin-elec.co.jp/

お問い合わせ

産業系廃熱をエネルギーに変換
「独立型ORC発電システム（5kW級）」詳細

世界最高効率の廃熱発電システムを開発
オフグリッド化でBCP対策にも有効

㈱馬渕工業所

◆熱・水・空気を扱う技術で廃熱を電気に変換
　当社は、1966年創業の管工事業として、建築設備や上水道イ
ンフラ整備事業を行い、地域密着型の技術サービスを提供してい
ます。
　このたび、生産工程で排出される廃熱を利用した発電システム

「独立型ORC発電システム（5kW級）」を開発しました。NEDO
の助成事業により、有機ランキンサイクル（ORC）発電システ
ムに、最大約10kWh超のリチウムイオン電池を搭載。世界初の
蓄電池搭載型で、2025年度の販売に向けて準備中です。
◆GX（グリーントランスフォーメーション）時代への対応
　いま、世界中で脱炭素社会の実現に向けて動き出しています。

「独立型ORC発電システム（5kW級）」は、蓄電池搭載型のため、
オフグリッド運転が可能な発電システムです。小規模分散の未利
用熱を活用してBCP対策を行いながら、省エネを達成できる新し
い装置として注目されています。

実証実験中の廃熱発電システムと蓄電池ユニット実証実験中の廃熱発電システムと蓄電池ユニット

㈱馬渕工業所=仙台市太白区郡山4-10-2
☎ 022-247-0181　FAX 022-249-7253
https://mabuchi-engineering.com/
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廃熱発電システム

蓄電池ユニット


